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１．第３次多治見市教育基本計画 
 
（１）計画の概要 
 

● めざす子ども像 
 

 「お互いを尊重し、主体的に学び、挑戦する多治見の子」 
 
変化が激しく予測が困難といわれるこれからの社会をたくましく生き抜いていくために、主体的に

考え、多様な他者と協働し、自分の夢や目標に向かって、失敗を恐れず挑戦する多治見の子をめざし

ます。 

 

 

● 「めざす子ども像」実現のために 
家庭、学校・園、地域での関わりを通して認識した自分の良さや可能性（自己有用感）をもとに、

夢や目標に向かって努力（挑戦）し続けることで、主体的に考える力（自立力）、多様な他者と協働す

る力（共生力）を育て、小さくても確かな自信（自己肯定感）につなげます。 

このような夢や目標に向かって挑戦を繰り返すことができる教育環境をインクルーシブの観点を

踏まえて整えることで、子ども像の実現をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 計画の体系 
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基本施策 

 

施策１   体力・学力を高める教育・保育の推進 

 

施策２   社会性と豊かな心を育む教育の推進 

 

施策３   家庭、学校・園、地域の連携の推進 

 

施策４   多様な課題に応じた支援の推進 

 

施策５   学びを支える教育環境の充実 

 

 

 

 

「めざす子ども像」 
実現のために 

家庭 

 学校・園 

地域 

自己有用感

域 

夢・目標 

自立力  共生力  

自己肯定感 自己肯定感 



2 

 

（２）事業内容 

施策１  体力・学力を高める教育・保育の推進 

１ 運動の楽しさを感じる取組の充実 （教育研究所）（保育幼稚園課）               

 
● 具体的な取組 
（１） 運動の楽しさを味わう機会の提供（ＡＣＰ※、たじっ子 CityCup 等） 
子ども達が「運動が好き・楽しい」と感じるよう、楽しみながら積極的に体を動かす「ＡＣＰ」や、

多治見市内の小・中学生等を対象に、多様な種目の記録をネットで登録して競い合う「たじっ子 CityCup」

を実施します。また、各種団体等と連携し、子ども達が体を動かしたりスポーツを体験したりする場

を提供します。※ＡＣＰ（アクティブ・チャイルド・プログラム）・・・子ども達が楽しみながら積極的に体を動かすプログラム 

（２） 幼稚園・保育園での「いきいき運動遊び」の充実 
幼児期には集団遊びやリズム遊び、サーキット遊び等、体を動かすことの楽しさを感じる取組を推

進します。 

（３） 豊かなスポーツライフの実現に向けた体育・保健体育等の充実 
生涯運動に親しむ素地を育むため、体育・保健体育の授業や行事等で「運動が好き・楽しい」と感じ

るような活動を行います。 

 

 

令和７年度計画 

・児童生徒が自主的に取り組むことができるよう「たじっ子 CityCup2025」の内容をさらに充実さ

せます。 

・教員のニーズにあった研修となるよう研修内容を充実させます。 

 

取組・実績 

＜実施内容＞ 

・体力向上主任研修会で、体力向上主任に ACP を紹介しました。 

・「たじっ子 CityCup2025」を前期に「体力テスト編」、後期に「縄跳び編」の２回実施し、延べ 3,000

人の児童生徒が参加しました。また各種目５位まで表彰状を渡しました。 

・「体力テストアプリ」で、児童生徒が瞬時に個人評価表を確認すること 

ができました。 

・各園において、「体力アッププラン」を作成し、意図的・計画的に「いき

いき運動遊び」を実施しました。 

・各小、中学校において、「体力アッププラン」を作成し、１年間を見通し

た実施計画を作成し、意図的・計画的に体力アップを図りました。 

・夏休みに「運動遊び」に関わる研修を実施し、小学校・幼稚園・保育園の教員が参加しました。 

＜主要な事業費（Ｒ７年度予算）＞ 

・使用料 1,030 千円 

成果・効果 

・ACP について教職員に広めることにより、体育の授業や朝運動で取り組むことができました。 

・「体力テストアプリ」を導入して、児童生徒は、タブレット端末で、個人評価表を確認したり、

個に応じた運動動画を活用したりして、運動する意欲を高めることができました。 

・各幼稚園、各小・中学校は運動の取組を工夫し、運動時間を確保することができました。 

＜いきいき運動遊び＞ 
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令和８年度取組予定 

・児童生徒が自主的に取り組むことができるよう「たじっ子 CityCup2026」の上位入賞者への表彰

を継続します。 

・教員のニーズにあった研修となるよう研修内容を充実させます。 

 
 
 

● 計画の成果目標 

「運動やスポーツをすることが好きですか」の質問で「好き」「やや好き」と回答した割合 

（「全国体力・運動能力、運動習慣等調査※1」の質問紙） 

基準値（令和４年度） 現状（令和７年度） 目標（令和９年度） 

<市>           <国> 

小学校(男) 91.1%  92.4% 

小学校(女) 84.3%  85.9% 

中学校(男) 85.4%   88.9% 

中学校(女) 77.2%   77.3% 

<市>           <国> 

小学校(男) 92.8%  93.4% 

小学校(女) 86.1%  85.8% 

中学校(男) 91.4%   91.1% 

中学校(女) 68.8%   77.3% 

小・中学校、男女とも 

全国平均を上回る 

 ※1 全国体力・運動能力、運動習慣等調査・・・毎年実施される小学校５年生、中学校２年生対象の体力等の調査 
  

 

全国と多治見市児童生徒のＴスコア※2の比較 

（「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」） 

基準値（令和４年度） 現状（令和７年度） 目標（令和９年度） 

＜市＞       

小学校(男) 50.8 

小学校(女) 50.5 

中学校(男) 50.8 

中学校(女) 51.2 

＜市＞       

小学校(男) 50.6 

小学校(女) 50.5 

中学校(男) 52.0 

中学校(女) 51.1 

小・中学校、男女とも 

全国平均を上回る 

※2 Ｔスコア・・・全国平均値を 50 とした場合の尺度 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

２ 主体的・対話的で深い学びの実現 （教育研究所）（保育幼稚園課） 

 

●具体的な取組  
 
（１）集中力や自信を高める幼稚園・保育園の「いきいき遊び」の実施 
幼児期から、物事に興味・関心をもったり集中力を育んだりするための「いきいき遊び」を実施し

ます。「スピード・リズム・タイミング※」や様々な感覚を高める遊びを、各園で創意工夫して取り組

みます。保育者の適切な認め励ましの中で、子ども達が自信を高めていけるようにします。 
※スピード・リズム・タイミング・・・出題された絵に関する指示をテンポよく順番に回答する。 

（２）学ぶ意義や喜びを味わう授業の充実 
  主体的に学び続け、児童生徒が「学ぶことが好き」と感じることができる授業づくりを行います。

また、ICT を効果的に活用し、個に応じた指導や学習方法の充実を図る「個別最適な学び」や、多様な

他者と関わり合いながら高まる「協働的な学び」を推進していきます。 

（３）学力調査を活用した指導改善を図る学力向上推進研修会の開催 
各学校では、学力調査等の結果からこれまでの指導の成果や課題を明らかにし、次への指導改善に

取り組んでいます。学力向上推進研修会では、小学校から中学校まで継続して取り組むことを重点化

し、子ども達が力を付ける授業づくりに生かします。 

 

令和７年度計画 

・園において「いきいき遊び」を継続します。 

・効果的な研修、訪問事業を実施します。 

・各種調査分析をもとに授業改善を計画して推進します。 

取組・実績 

＜実施内容＞ 

・各園で、創意工夫した「いきいき遊び」を実施しました。 

・研修や訪問において、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実について指導・助

言を行いました。 

・全学校への訪問指導で、教科指導の重点について指導助言しました。 

・学力調査の結果を分析し、校長会や学力向上推進会議で周知しました。 

各校では、実態や要因を分析し、学力向上指導改善プランを作成し取り 

組みました。 

・各校で「学力向上指導改善プラン」に基づき、授業改善を図りました。   

＜主要な事業費（Ｒ７年度予算）＞ 

 なし 

成果・効果 

・園においては、「いきいき遊び」の時間や方法が定着しています。内容を工夫し、集中して元気 

に活動する園児の姿が見られました。 

・研究指定校（陶都中、滝呂小、南姫小）の発表会において、「個別最適な学び」と「協働的な学

び」を一体的に充実させる授業を通して児童生徒の「わかった」「できた」につながる授業づく

りについて研修できました。 

令和８年度取組予定 

・園において「いきいき遊び」を継続します。 

・効果的な研修、訪問事業を実施します。 

・各種調査分析をもとに授業改善を継続して推進します。 

 

＜いきいき遊び＞ 
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●計画の成果目標  
「教科の勉強は好きですか」の質問で「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した

割合（「全国学力・学習状況調査※」の質問紙） 

基準値（令和４年度） 現状（令和７年度） 目標（令和９年度） 

【国語】<市>          <国> 

小学校 52.4%    59.2% 

中学校 49.3%    61.9% 

【算数・数学】 

<市>          <国> 

小学校 65.8%    62.5% 

中学校 55.9%    58.1% 

【国語】<市>          <国> 

小学校 53.8%    58.3% 

中学校 56.7%    57.9% 

【算数・数学】 

<市>          <国> 

小学校 55.8%    57.9% 

中学校 59.2%    53.8% 

【国語】 <市>                  

小学校 65.0%  

中学校 60.0% 

【算数・数学】 

<市> 

小学校 70.0% 

中学校 65.0% 

 
国語、算数・数学の平均点（「全国学力・学習状況調査」） 

基準値（令和４年度） 現状（令和７年度） 目標（令和９年度） 

小学校：国語・算数ともに全国平均

を下回る。 

中学校：国語・数学ともに全国平均

を上回る。 

小学校：国語・算数ともに全国平均

を下回る。 

中学校：国語・数学ともに全国平均

を上回る。 

小・中学校とも全国平

均を上回る 

※全国学力・学習状況調査・・・毎年実施される小学校６年生、中学校３年生対象の学力等の調査 
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３ 情報活用能力の育成 （教育研究所） 

 

●具体的な取組  
（１）生きる力を育むデジタルシティズンシップ※教育の実施 
児童生徒自らが情報に関する権利とその重要性を認識し、責任をもって適切に情報を扱い学習する

姿勢を育成するため、デジタルシティズンシップ教育を推進します。※デジタルシティズンシップ・・・情報技

術の利用における適切で責任ある行動規範 

（２）ＩＣＴ教育推進員による児童生徒及び教職員への支援の実施 
ＩＣＴ教育推進員が各学校を巡回して授業支援や技術的な支援をします。特に小学校低学年への基

本的な操作支援や、教職員への個別支援に重要な役割を果たします。 

（３）「学校情報化認定」基準に沿った情報化の推進 
学校の情報化を促進するための指標として、日本教育工学協会が総合的に学校の情報化を進めたと

認定する「学校情報化認定」において、「学校情報化優良校」の認定を受けることを推進します。 

（４）「ICT 活用ガイドブック for Teachers」の活用 
教職員のＩＣＴ活用能力を高めるため、「ＩＣＴ活用ガイドブック for Teachers」（令和３年度作

成）を随時更新し、授業での効果的なＩＣＴ活用を推進します。 

 

令和７年度取組予定 

・情報モラル教育指導計画に基づき、各校で計画的に取り組みます。 

・ＩＣＴ活用ガイドブックを活用し、職務部会等での研修を通じて、授業改善に取り組みます。 

・デジタルシティズンシップハンドブックを活用して、児童生徒の情報活用能力を育成します。 

取組・実績 

＜実施内容＞ 

・デジタルシティズンシップ教育について、学校や職務別部会で研修しました。デジタルシティズ

ンシップ教育推進校を５校指定し実証検証を行いました。 

・ＩＣＴ教育推進員を４名雇用し、児童生徒、教職員へ手厚く支援しました。 

・「デジタルシティズンシップハンドブック」の活用を呼びかけました。 

・ＩＣＴ活用ガイドブックを令和８年度版に更新しています。（３月末完成） 

＜主要な事業費（Ｒ７年度予算）＞ 

・需用費 333 千円 

成果・効果 

・デジタルシティズンシップ教育推進校が、年間１回ずつ授業公開したことで、ICT 機器を活用

した授業の在り方について考える機会となり、授業方法や理解が深まりました。 

・ICT 教育推進員が、デジタルシティズンシップ教育について、教務主任会や教頭会・情報主任

研修会等の職務別部会で研修を行うことで、教職員にデジタルシティズンシップ教育について

の理解が深まりました。また、参観日等で保護者や親子対象で研修を行うことで、家庭で啓発

することができました。 

・ICT 教育推進員による、教職員への支援が手厚く、教職員が、授業や学校生活の中で効果的に 

ICT 機器を活用できるようになってきました。 

・多治見市教育委員会が学校情報化先進地域に認定されました。 

令和８年度取組予定 

・情報モラル教育指導計画に基づき、各校で計画的に取り組みます。 

・ＩＣＴ活用ガイドブックを活用し、職務部会等での研修を通じて、授業改善に取り組みます。 

・デジタルシティズンシップハンドブックを活用して、児童生徒の情報活用能力を育成します。 
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●計画の成果目標 
「学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか」の質問

で「役に立つと思う」と回答した割合 

（「自立・共生・挑戦等に関する調査」の項目） 

基準値（令和４年度） 現状（令和７年度） 目標（令和９年度） 

小学校 70.5% 

中学校 62.0% 

小学校低学年 97% 

小学校高学年 97% 

中学校 94％ 

 

小学校 80.0%→小学校低学年 98% 

       小学校高学年 98% 

中学校 70.0％→中学校 96% 

 

「学校情報化認定」で「学校情報化優良校」と認定された学校数 

基準値（令和４年度） 現状（令和７年度） 目標（令和９年度） 

16 校（Ｒ5.1.25 現在） 21 校 

学校情報化先進地域に認定 

 

21 校 
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４ 食育による健やかな心身の育成 （食育推進課） 

 

●具体的な取組 
（１）安心・安全で魅力あるおいしい学校給食の安定した提供 
安全な食材選びや、季節感のある行事食や郷土料理などを献立に取り入れ、手作りを大切にした安

心・安全でおいしい給食を提供します。 

令和７年度計画 

・安全な食材選びを行い、衛生面にも配慮した安心・安全でおいしい給食を提供します。 

・食物アレルギーについて、課題などの共有を行い、安全に除去食対応を実施できるよう、学校、 

保護者、調理場への支援を継続します。 

・学校給食従事者に向け、知識及び技術向上のための研修会を開催します。 

 

取組・実績 

＜実施内容＞ 

・原材料の配合やアレルゲン及び食味を確認しながら食材を選定し、手作り給食を大切にした安心

安全でおいしい給食づくりを行いました。 

・調理員等に向けた衛生管理研修及び調理実習を実施し、調理技術・知識の向上を図りました。 

（配膳員研修１回、調理員研修 2回） 

・食育推進委員会を開催し、食育の推進及び食物アレルギー対応について検討しました。（2回） 

・学校において食物アレルギー対応を安全に行うことができるよう、資料の提供及び学校や保護者

からの相談に対する支援を行いました。 

＜主要な事業費（Ｒ７年度予算）＞ 

・物価高騰に伴う学校給食負担金 22,573 千円 

・委員等報酬          60 千円 

 

成果・効果 

・食材費が高騰する中、献立や食材を工夫し、栄養価を維持しながら安心安全でおいしい給食づく 

りを継続することができました。 

・食物アレルギーについて、学校、保護者、調理場と連携し、安全な食物アレルギー対応を行う 

ことができました。 

令和８年度取組予定 

・安全な食材選びを行い、衛生面にも配慮した安心・安全でおいしい給食を提供します。 

・食物アレルギーについて、課題などの共有を行い、安全な食物アレルギー対応が実施できるよ 

う、学校、保護者、調理場への支援を継続します。 

・学校給食従事者に向け、知識及び技術向上のための研修会を開催します。 

 
（２）望ましい食習慣を身に付けるための学校・園での食に関する指導の充実 
食に関する正しい知識や望ましい食習慣を身に付けるため、学校給食を「生きた教材」として活用

することや食に関連した各教科の学習などを通して食育を積極的に実施します。 

令和７年度計画 

・学校給食を「生きた教材」として活用した給食時間の指導や教科と関連した食に関する指導など 

の実践を行い、学校と連携した食育を積極的に実施します。 

・毎月１がつく日を野菜の日とし、学校給食を活用した食に関する指導をおこないます。 

・ICT や野菜摂取量を計測できる機器を活用した指導の充実を図ります。（機器の活用（2校）） 

＜七夕献立＞ 
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取組・実績 

＜実施内容＞ 

・食に関する指導の全体計画等にもとづき、学校と栄養教諭等が連携した給食時間の指導及び教科

と関連した食に関する授業の実践を行いました。 

・小学３年生を対象に、食育センター施設見学を行いました。（全 13校） 

・「野菜の日」に、給食時間の放送、担任からの一言指導及び食育動画の配信を行いました。 

・野菜摂取量を計測する機器を活用した指導を実施しました。 

（6校：昭和小、脇之島小、共栄小、根本小、南姫小、市之倉小） 

＜主要な事業費（Ｒ７年度予算）＞ 

・器具借上料   225 千円 

・その他の委託料 1,711 千円 

＜食育センター施設見学の様子＞ 

成果・効果 

・学校と栄養教諭等が連携し、学校給食を「生きた教材」として活用した授業の実践ができました。 

・「野菜の日」の指導として、給食時間の放送、担任からの一言指導及び食育動画の配信を一体と 

して行うことで、「野菜の日」の取組みが児童生徒に定着し、興味関心を持つ姿がみられました。 

・野菜摂取量を計測できる機器を活用し、児童が自らの食生活を振り返りながら野菜摂取について

考え実践するための手立てを考える機会をつくることができました。また実践校が増え、取組み

が広がりました。 

 

令和８年度取組予定 

・食に関する指導の全体計画等にもとづき、学校給食を「生きた教材」として活用した給食時間の

指導や教科と関連した食に関する指導をおこないます。 

・野菜をとることの意義やとり方を学べるよう、児童生徒の野菜摂取状況を把握しながら、「野菜

の日」の取組みや、学級活動や教科と関連した食に関する指導をおこないます。 

・ICT や野菜摂取量を計測できる機器を活用した指導の充実を図ります。（機器の活用（6校）） 

 
 
（３）地域への感謝の気持ちを育むための市内産農産物の活用 
食に関する感謝の念や地域への愛着を育むため、学校給食の食材に市内農産物を活用します。 

令和７年度計画 

・地元農家、農産物直売所、県・市農政担当課、栄養教諭等との連携を継続します。 

・年間スケジュールを作成し、計画的に市内産農作物を使用します。 

・規格や数量を考慮した学校給食での活用法・献立を検討します。 

取組・実績 

＜実施内容＞                       

・市内産農産物を提供する「たじっこ給食の日」を実施しました。（21 回） 

・農産物の栽培の様子や農家のコメントなどを、動画を用いて児童生徒へ伝えました。（2回） 

・学校と生産者を結び、農業体験授業を実施しました。（1回） 

・市内産農産物を活用するための調理方法について研究実践をおこないました。 

＜主要な事業費（Ｒ7年度予算）＞ 

・学校給食地産地消推進事業補助金  1,300 千円 

・その他の委託料          118 千円 

・その他の消耗品          38 千円 

・厨房用器具購入費         897 千円 

＜農業体験の様子＞ ＜調理方法の研究の様子＞ 
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成果・効果 

・「たじっこ給食」を継続的に実施することにより、市内で栽培される農産物や生産者について、

児童生徒が理解を深め、興味関心を持つ様子が見られました。 

令和８年度取組予定 

・農家、農産物直売所、ＪＡ、県・市農政担当課、栄養教諭等との連携、関係構築を継続します。 

・年間スケジュールを作成し、計画的に市内産農作物を使用します。 

・規格や数量を考慮した学校給食での活用法・献立を検討します。 

 
（４）家庭への食に関する啓発 
ＳＤＧｓの考え方を踏まえ、教育委員会、学校・園が連携協力して、子どもや保護者へ向けた食育

講座を実施します。 

令和７年度計画 

・企業や団体と連携し、魅力ある食育講座を継続して実施します。 

・ＰＴＡと連携し、学校給食試食会や栄養教諭等による講話を実施することで、保護者へ学校給食 

の安全・安心のための取組みを周知し、健康的な食生活について家庭で実践できるよう食育を 

おこないます。 

 

取組・実績 

＜実施内容＞ 

・企業等と連携し、小学生親子、中学生を対象とした食育講座を実施しました。 

・保護者向けの学校給食試食会および栄養講座を各学校や園にて実施しました。 

(食育講座)5 回 (学校給食試食会)23 回  

 期日 対象者 内容 

親子向け食育講座 ７月 30 日（水） 小学生親子 オムライス作りとベジチェック体験 

講師：カゴメ（株） 

11 月１日（土） 小中学生親子 調理員さんと一緒に親子で学校給食メニュー

を作ろう 

講師：栄養教諭、調理員 

中学生向け 

食育講座 

６月２日（月） 平和中２年生 

保護者 

講話：「成長期の中学生のための勉強、 

スポーツ、健康に役立つ食事の選び方」 

講師：名古屋グランパス食育アンバサダー 

森裕子氏 

11 月５日（水） 南姫中 1・2・3 年生 

保護者 

12 月 17 日（水） 南ケ丘中２年生 

＜主要な事業費（Ｒ7年度予算）＞ 

・講師等謝礼金  150 千円 

・その他の消耗品 22 千円 

              

 

成果・効果 

・親子向け食育講座では、親子で野菜摂取や朝食摂取について学び、調理体験をすることで、食 

への興味関心を高める機会となりました。 

・保護者向け学校給食試食会を実施し、学校給食の安全・安心のための取組みや、健康的な食生 

活について食育をおこない、家庭と連携した食育の推進を図ることができました。 

＜親子向け食育講座の様子＞ 
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令和８年度取組予定 

・企業や団体と連携し、魅力ある食育講座を継続して実施します。 

・ＰＴＡと連携し、学校給食試食会や栄養教諭等による講話を実施することで、保護者へ学校給食 

の安全・安心のための取組みを周知し、健康的な食生活について家庭で実践できるよう家庭と連 

携した食育をおこないます。 

 
●計画の成果目標 
毎日朝ごはんを食べる子の割合 

基準値（令和４年度） 現状（令和７年度） 目標（令和９年度） 

93.0% 

 

87％（小学校低学年） 

86％（小学校高学年） 

80％（中学生）  

※令和６年度 

85.3％（小学校低学年） 

84.7％（小学校高学年） 

80.0％（中学生） 

100% 

 

アレルギー除去食対応校、園 

基準値（令和４年度） 現状（令和７年度） 目標（令和９年度） 

42.3％（11/26） 100％（26/26） 100% 

 

市内産農産物の活用回数 

基準値（令和４年度） 現状（令和７年度） 目標（令和９年度） 

１回 21 回 ５回 

 

子どもや保護者へ向けた食育講座の実施回数 

基準値（令和４年度） 現状（令和７年度） 目標（令和９年度） 

３回 28 回 ８回→15回 

 

●給食費無償化事業及び給食費負担軽減事業について 
 子育て世帯に対する幅広い支援策の一環として、経済的負担の軽減を図り、子育てをする全ての
世帯への支援を行います。 

① 中学校給食費無償化事業 

・市内に住所を有し、市立中学校に在籍する生徒の給食費を無償とします。 

・市内に住所を有し、市立以外（私立・市外）の中学校に在籍する生徒の保護者、市立中学に在籍

し、食物アレルギーや長期欠席等のやむを得ない事情により給食停止届を提出している生徒の保

護者に対し、多治見市中学校給食費 (360 円／食)相当を給付します。 

② 小学校給食費負担軽減事業 

・国の公立小学校給食費の抜本的な負担軽減方針を踏まえ、市立小学校に在籍する児童の給食費に

ついて、国基準支援額（5,200 円／月）分を負担軽減します。 

・さらに国基準支援額を上回る分は、令和８年度については物価高騰対策の交付金を活用し、市が

負担します（実質無償化）。なお、令和９年度以降については未定。 

・市立小学校に在籍し、食物アレルギーや長期欠席等のやむを得ない事情により給食停止届を提出

している児童の保護者に対し、国基準相当額を停止期間に応じて給付します。 
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